
９
月

日
を
も
っ
て

世
紀
が
始

ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
際
関
係
の
分

解
と
組
み
替
え
が
起
き
始
め
た

。
昨
年
、

ア
メ
リ
カ
の
同
時
テ
ロ
発
生
時
、
日
本
の

あ
る
作
家
が
い
っ
た
言
葉
だ

乗
っ
取
ら

れ
た
飛
行
機
が
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
北

タ
ワ
ー
に
突
っ
込
み
、

分
後
に
は
南
の

タ
ワ
ー
に
別
の
飛
行
機
が
突
っ
込
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
パ
ワ
ー
の
象
徴
と
も
さ
れ

た
ツ
イ
ン
ビ
ル
の

５
万
人
都
市

は
、

た
っ
た
１
０
０
分
で
消
滅
。
約
３
２
０
０

人
の
死
者
、
行
方
不
明
者
が
出
た

ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
し
た
飛
行
機
で
乗
客
も
ろ
と
も

突
っ
込
む
と
い
う
、
ま
さ
か
の
手
口
。
世

界
に
同
時
テ
ロ
の
戦
慄
が
走
っ
た
の
も
当

然
だ
っ
た
。
以
来
、
そ
れ
ま
で
好
況
の
ア

メ
リ
カ
を
打
ち
の
め
し
、
世
界
中
が
後
遺

症
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
国

が
日
本
だ
ろ
う
。
就
職
内
定
率
は
相
変
わ

ら
ず
厳
し
い
。
年
々
、
大
き
な
負
荷
を
背

負
っ
て
巣
立
つ
学
生
は
、
め
で
た
さ
も
中

ぐ
ら
い
の
心
境
だ
ろ
う

人
々
は

戦
争

の
世
紀

と
い
わ
れ
た

世
紀
に
は
懲
り

た
。
そ
こ
で

世
紀
こ
そ
平
和
に

と

い
う
の
が
、
地
球
人

億
人
共
通
の
願
い

の
は
ず
だ
。

年
９
月

日
午
前
８
時

分
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
込
ん
で
社
会
に

出
て
い
く
の
も
、

世
紀
人
の
立
派
な
自

覚
で
は
な
い
か
。
お
元
気
で
。（
広
報
課
）
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デジタル放送の宣伝内容に疑義あり

この短文は02年冬季オリンピック開始前日に

書いている。テレビは、W杯サッカーも絡めて
BSデジタル放送の宣伝に熱心である。特に
NHKは ハイビジョン放送 という呼称でこ

のメデイアの特徴を説明している。しかし、そ

の宣伝内容に対して少し意地悪な 疑問 を呈

しなければならない。
NHK（に限らないが）は、この２年間、

高画質・高音質、 データ放送、 双方向コミュ

ニケーション、の３点を強調してきた。以下で

は、とりあえず のみをとりあげ、コミュニケー

ション理論による少し意地悪な意見を述べてみ

る。

については、ご存知と思うが、クイズ番組

中の 答え 選択肢を視聴者がリモコンのボ

タンを押して回答することが可能であるから、

従来のテレビの一方向的コミュニケーションと

は異なる双方向コミュニケーションが出来るよ

うになったという。けれども、テレビの画面に

映っている特定の記号を選択するのは、厳密に

は 反応 行為であり、反応 発信型コミュニ

ケーションというべきだろう。それは交通信号

に反応する行為と似ており、正確な意味におけ

る双方向コミュニケーションではない。双方向

的な交信コミュニケーションでは、受信信号を

解読・解釈した結果で相手に発信する。相手（は

今度は受信者である）はその受信結果から次の

発信（反論、同意、無視などの）行為を行うだ

ろう。

つまり、双方向交信というのは、コミュニケー

ションの当事者が 交互に 受信・発信を繰り

返す 相互行為 であり、ときには相手の発信

を 抑止 することもある。したがって、放送

の 送り手 と 受け手 が常時立場を交代し

て相手に反応・影響し合い続けることなど不可

能である。というわけで、デジタル放送が双方

向コミュニケーションを可能にするというのは、

どうやら 疑問 であるばかりでなく相当に

嘘 っぽいのである。テレビ電話での交信な

ら話しは別であるが・・・。

広報委員 早川善治郎（文学部教授）


